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退任教授最終チャペル講話 　定年退職を控えてのチャペル講話
といえば、昔を振り返って教育や研究について自らの思いを語る、というのが普通であろう。しかし、私には「初めてのチャペル講話」の印象が余りに強烈だったため、講話のタイトルとしてこれしか思いつかなかった。
　もう４０年近く前のことだ。経済
学部では私のようにクリスチャンでない教員も、年に一回はチャペルで話すことになっている。これは前の宗教主事だった林忠良先生がお決になったことだ。も とも、若い先生方が増えたためか、ここ数年は講話を免除してもらっていた。
　さて、就任して間もない私に、林
先生からお声がかかった。さあ、何を話せばいいのか。ほんとに弱った。就任当時、他にも色々困るはあったが、賛美歌、聖書朗読 続
いて、こういう場所で講話をする。これには参った。まあ、何とかその場を取り繕ったつもりだが、さて何を話したのか、は きり覚えていない。今でこそ、講話を要約した文章が「エコノフォーラム」に掲載されるようになったが、当時 そものもなかったので（なくて幸い！）確かめようもない。
　可能性としては二つ。一つは、留
学中にテーマとして選んだジュール・ロマンという作家が唱えた主張を紹介するような話。も 一つは、スタンダールの『赤と黒』という小説についての話。多分、前者の話をしたのだろうと思うが、ここは一つ、後者の話 したものとしょう林先生、間違ってたら済みません。初めての講話が如何にひどいだったか、その時 情けない気持ちを思い出しながら、それからおよそ
４０年たった今、 もう一度 『赤と黒』についてお話しして、できればリベンジしたいと思う。返り討ちになるかもしれな が。
　フランス文学科の大学院時代、京
大を退官されて関学へ来られ 生島遼一先生が、当時、桑原武夫先生とスタンダール全集の編集や翻訳をておられた。講義で 、出版さればかりの『赤と黒』を取り上げて、何か書くようにと課題を与えらた。
　私が書いたのは、この小説の二つ
の場面に見られる、主人公ジュリアン・ソレルの心理と行動パ ーンの共通性に関してだった。一つ目は、レナール家の別荘でジュリアンが、レナール夫人 手を握る場面 二目は、ジュリアンが ナール夫人をピストルで撃つ場面だ。
　あらすじを述べるスペースもない
ので、結論だけ言うと、これらの場面におけるジュリアンの行動は、いずれも自らに課した義務を果たすためであって、素直で自然な感情に導かれてのものではない。  初めてのチャペル講話が『赤と
黒』につい だったとすれば、生島先生に提出したレポートを下敷きにしたはずだ。先生にほめられた記憶もあり、どうにか分かって らえる話にはなるだろ と思っていたのだ。チャペルに何人ぐらいの学生さんがいたか、まっ く覚えていない。とにかく緊張 すぎた。その緊張が場の雰囲気をこわばらせた 私も逃げ出したかったが、学生さんたちも同じ思いだったに違い い。
　その後、何度かこの小説を読ん
だ。スタンダールが幸福の追求を人生の目的としたことはよく知られている。ジュリア また、桑原先生
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のことばを借りれば「幸福狩り」を人生の目的とした。しかし、時代はもはやフランス革命の人権宣言が高らかに謳った平等の時代ではない。反動的な復古王政のもとでは、いかに才能とエネルギーに恵まれていようとも、製材所の息子が社会的地位を得て幸福を手にすることは至難の業だ。彼はナポレオン 崇拝者で、軍人として出世したいと思っていたのだが、ナポレオンは百日天下の後ワーテルローの戦い 敗れて失脚する。自分に冷たく当たる親父や兄たち、俗物の市民階級 見返すため、出世す には僧侶の道しか残されてなかった。ある坊さんの弟子になってラテン語を猛勉強する。野心に燃えるジュリアンは絶えず自己を偽らねばならなかった。ナポレオン 崇拝者であ ことを隠し 聖職者として身を立てるために、信じてもいない聖書を丸暗記する。
　しかし彼は、出世のためには手段
を選ばないといった厚顔無恥の野心家ではない。彼の幾つかの行動は大胆不敵な性格のせ ではない。彼が自らに課す英雄的な義務の遂行なのだ。生島先生も強調し おられるが、彼はきわめて繊細 感受性を持ってる。美しいものに感動 、俗悪なものに嫌悪感を抱く。プライド
が高く、侮辱に対しては敏感に反応する。本来は長所であるはずの感受性は、一方で 彼自身に向けられる鋭い自己観察の刃にもなる。果たすべき義務を前にして苦しい自問自答を繰り返す。 「俺は臆病ではないか、卑怯ではないか、人 劣るのではないか」 。最大の不幸は自分を軽蔑することである。彼にとって幸福とは、立身出世よりはむしろ、 らに課した義務を果たすことにあるようだ。
　しかしながら、何が本当の幸福
か、困ったことに必ずしも本人がそれを一番よく知っているわけではない。ジュリアンの素顔は子供のように屈託がなく、自由で素直で自然ある。この愛すべき素顔に、野心や自尊心や義務感 どという仮面をかぶせた罪は、ジュリアン一人が負うべきだろうか。彼が本当の幸福に目覚めるのは、その仮面をかぶる必要が永久になくなったときだ 死刑をまつ地下牢のなかで、毎日たずねてくる、彼の魂と響き合 魂を持ったレナール夫人と過ごすわずかな 々において、ジュリアンは本当の幸福を味わったと言えるだろう。自ら命を縮めるような真似はしない いう、ジュリアンとの約束を守ったレナール夫人は、彼の死後三日目に子
供を抱きながら息絶える。
　私も、リベンジなどと言ったが、
そんな必要はなかったのだ。どんなに情けない自分でもあるがままに受け入れてやらねば。この歳になって、やっとわかるようになった。 
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